
〈活動報告〉

カザフスタンとの教育・学術交流

カザ71Il立教育大学と

結（201551ミ9月）を

間交流協定の市w

として、教育学域のカ

ザフスタンとの交流は着実に進展している。

2016年の前半に二つの研究交流活動が実施され

た。一つは、 2016ii三3月151ミ｜～19日に行われた

教育学専攻関連の教員 5~l （教育学域代表.~j: 

rn仁康、教授・藤旧晃之、教授・樋口直宏、教
授・嶺井明子、助教・タスタンベコワ・クアニ

シ）と院生 31=1（教育学専攻・村田湖吾、橋r=n

－キIll矢智寛）によるカザ

ブ自立教育大学の訪問、学術交流である。二つ

日は、 2016年6月4日～10日に筑波大学におい

て実施されたカサよフスタンの大学教員を対象と

した教員研修である。

l ）カザフ！主l立教育大学への訪問

2016年3月のカザフ国立教育大学の訪問の際

に、同大学教育・心理学部において日本とカザ

フスタンにおける教育学研究の動向に関するラ

ウンドテーブルが開催され、教授・藤田晃之が

｜ヨ本におけるキャ 1）ア教育、教授・

教育i!JIJJ支と教員養成制度について発表した。カ

ザフ国立教育大学il~lj からは教授・ Kydyrbayeva

Aisuluはカザフスタンの生涯学習の条件、助

教・ Tajieva Marzban はカザブスタン、イギリ

スとハンガワーの幼児教育にi認する国捺比較イ1Jf

究の成果について発表した。発表後には質疑応

答とディスカッション、同大学の院生による交

流会が行われた。また‘教育学域代表.Jj: EB仁

様、教授－嶺：Jj二l羽子と助教・タスタンベコワ・

クアニシは理科・自然科学学部を訪問し、学部

長・ Zhanbekov KhairullaとESDと悶｜緊迫l)科教

育の観点からアラル海の！llJ］起に｜認する共同研究

の可能性について意克交換をした。

このほかに、第 l香アルマティ国立カザフ人

文・教育カレッジを訪問し、 rj=i等職業教育段階

における教員養成について説明を受！？、その次

に訪れたナサ、ルバエフ知的学校ではカザフ詑・

ロシア語・英語の三言語による英才教育の実施

について説明を受けた。

さらに、カザブ国立教員五i]ffl多所 Orleuを訪問

し、所長・ Makatova Zhansauleによるカザフ

スタンの新しい教員研修ililJJ支について説明を受

け、筑波大学からは教授－樋lコ直宏が日本の教

員研修；l1!J度について紹介した。意見交換のさい

に、 l!l立教員削修所は日本の教員研修（jflj度に高

い関心を示し、筑波大学（教育学域）はカザフ

スタンからの教員研修の受け入れの可否につい

きな十食言？を求められた。 u、」こを通して、
今後の新しい交流のあり方が検討された。

訪問機関一覧

日付 f:j)jlll］機関 対応者

3/16 ①カザフ国立教育大 教育心理学部長

学教育・心理学部 Kεnesbaev Serik 

(r〕εdedu@kaznpu.kz)

3/17 ②第 1番アルマティ カレッジ長

111立カザフ人文 Zhunusaliev Zhanbolat・ 

教育カレ yジ ω巴clkoll@rnail.ru)
③ナザルパエフ主llfl守 校長

学校（化学・生物 Alibaveva Baklwt 

学深化学習） (info@hbalm.nis.eclu.kz) 

3/18 ③国立教員研修所 所長・

Makatova Zhansaule 

I (info@ripkso.kz) 
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2）カザフスタンの大学教員の研修

2016i1ミ6 ）~ のカザ、フス夕ンの大！学教員を対A象

とした教員荷iイ11

jfiI機構 Or局kenietの1t＜：頼を受けて、筑波大学グ

ローバル教師力開発推進室が教育学専攻の教員

らの協力を得て、 I日本の生涯教育iltiJ度の伝統と

というテーマで実施したものである。当

研修参加者はカザフ罰立芸術大学、カザフ｜詔立

カザフ自立交通－通信アカデミーな

ど、 トップ。大学の管理職、教授ら10名であり、

カザフスタン教育科学省の推薦を受けて研修に

参加した。

研修参加者は、筑波大学執行役員・徳永保に

よる大学の法人化－産学連携に関する

教育学域の教授・藤田晃之による日本の生涯学

習制度、教授・藤井穂高による高等教育制度・

政策に関する講義をJP＆；詳し、つくば市の竹園東

ノトr:j=i学校、筑波技術大学、

局を訪問・見学し、日本の生涯にわたる教育に

l到する知識を深めた。さらに、研修参加者のwi:
究分野に近い筑波大学の他研究科の研究室を見

筑波大学で、教員研修を受けた

カザフスタンの大学教員らと

グローパル教師力開発tftj主主－吉rn武男

学し、交流を行った。カザフスタンfl!IJが筑波大

学の教育学研究・実践を高く許制し、このよう

な研鯵の受け入れが今後とも続くことに期待を

示した。

：タスタンベコワ・クアニシ）
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